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調 査 研 究 の 目 的 

近年、九州内において桜島等の火山活動が活発化しており、火山

ガスによる大気環境への影響も懸念されている。 

また、平成 14 年度から実施している「九州・沖縄・山口地方酸性

雨共同調査研究」で、九州西部及び南部の非海塩性 SO42-濃度への火

山の影響を報告した。 

本研究は、平成３年度から継続して実施している酸性雨調査結果
を解析し、火山活動の影響について明らかにすることを目的とす
る。 

調査研究成果の概要 

 
目標の達成状況 

行政施策への寄与度 

技術開発への寄与度 

県民への波及効果 

今後の発展性など  

【調査内容】 

平成 21 年度から令和元年度までの噴火、火山性地震、火山性微動

の回数を気象庁が公表している火山の状況に関する解説情報から解

析し、噴火が多くあった桜島の火山活動による酸性雨の pH、EC(電

気伝導率)、NO3-、nss-SO42-、nss-Cl-の濃度及び沈着量への影響を

調査した。 

【調査結果】 

 酸性雨の pH、EC(電気伝導率)、NO3-、nss-SO42-、nss-Cl-濃度・

沈着量の経年変化から桜島の火山活動が及ぼしている影響を明確に

することはできなかったが、桜島の噴火が落ち着いていた平成 28 年

度は、pH が最も高く、EC は最も低く、nss-SO42-、nss-Cl-の濃度・

沈着量については、平成 27 年度からは急激に減少した。NO3-濃度・

沈着量は大きな変化はなかった。 

【まとめ】 

 平成 28 年度の結果から、桜島の火山活動が、酸性雨の pH、EC、

nss-SO42-、nss-Cl-濃度・沈着量に影響を与えていると考えられるが、

酸性雨は火山活動だけではなく大気汚染物質の排出状況も影響し、ま

た、噴火の際の気象条件なども影響することから、本調査研究におい

て、酸性雨に及ぼす火山活動の影響について、明確にすることはでき

なかった。しかしながら、平成 28 年度の酸性雨データは、火山活動

の影響が少ない事例としての知見を得ることができたと考えられる

ことから、本調査研究の成果を当所のホームページに掲載し、県民に

周知する。  
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